
 (有)グリーンハウスの取組について 

プロジェクトメンバー：◎廣林、○藤本、弘中、兼常 

未来を築く中核経営体の次世代後継者育成 



普及活動の課題・目標 



普及活動の課題・目標 

＜対象法人の概要＞ 

○山陽小野田市高泊干拓でネギを栽培開始（平成3年） 
○平成６年に会社設立 
○農大卒業生等の若い従業員を積極的に雇用し、経営を 
 拡大 

１００棟以上のハウス 



普及活動の課題・目標 

＜対象法人の概要＞ 



普及活動の課題・目標 

＜対象法人の概要＞ 

○売上：２億４千万円(平成２９年度実績） 
○栽培面積：施設５ｈａ、露地２ｈａ 
○従業員：正社員１５名、パート２７名、     
     タイ人研修生 
○栽培品目：ネギ、ミニトマト、 
      チンゲンサイ、ホウレンソウ 

トマト三昧 ネギ三昧 



普及活動の課題・目標 

＜組織体制＞   

社長 経理課 

生産部 

製品管理部 

営業部 広報 

第１生産部 

第２生産部 

 各部の責任者は、農大卒業生など若い従業員 
が担当 



平成２９年 新たな包装センターを整備 

普及活動の課題・目標 

「生産力の向上と経営改善」が課題！！ 

処理量の向上 
（１．５倍） 

新設の包装センター 



普及活動の課題・目標 

「生産力の向上と経営改善」を行うためには？ 

（有）グリーンハウスの次世代後継者の育成 

若い従業員の資質向上を図ることが不可欠 



Ｈ３０～  

農業部ＰＪ「未来を築く中核経営体の次世代
後継者育成」の先行取組法人として位置づけ 

普及活動の課題・目標 

目標：次世代後継者の育成による持続可能 
    な体制づくり 

地域への波及を 
目指す！！ 



  

事業導入、学
校給食供給 

後継者の育成 
(経営・技術指導） 

技術・販売指導
資材供給 

市中心 農業部中心 農協中心 

関係機関が連携し支援 

普及活動の課題・目標 

＜推進体制＞ 

グリーンハウスの経営改善 



  

普及活動の内容と成果 



  

 

（１）各部担当者の資質向上 

（２）次世代後継者の経営能力の向上 

普及活動の内容と成果 

活動内容 



  
 

（１）各部担当者の資質向上 

  （①ミニトマト②ネギ③広報） 

 

（２）次世代後継者の経営能力の向上 

普及活動の内容と成果 

活動内容 



  

（１）各部担当者の資質向上(ミニトマト） 

普及活動の内容 

①ミニトマト 

  法人の栽培経験が浅く、技術確立が必要 

   ＜平成２９年＞ 
○種苗メーカー、ＪＡと定期的な研修会を開催 
   ・時期別の管理の問題点の整理 
   ・経営実績を他産地と比較検討 
           ↓ 
   次作に向けた改善点を明確化 

定期的な研修会 生育のコメント(農業部） 



  

（１）各部担当者の資質向上（ミニトマト） 

普及活動の内容 
＜平成３０年＞ 
 昨年の反省を踏まえ、確実にステップアップでき
るよう支援 

○重点課題として 
  「年内の樹勢を強くすること」 
  「少量多潅水の実施」 
  「側枝の除去作業を遅らせない」 

○取組事項として 
   点滴潅水の試験導入、 
   施設内の最低最高気温・灌水量の記帳 
   時期別課題の整理と対策の実施 



  

（１）各部担当者の資質向上(ミニトマト） 

普及活動の内容 

○トマト生産者協議会の設立支援 

・管内の若い農家との交流や研鑚の場を設定 

→栽培意欲・技術が高まるように誘導  

 

協議会設立 研修会の開催  

M課長  



  

（１）各部担当者の資質向上(ネギ） 

普及活動の内容 

②ネギ 

 主力品目であり、限られた栽培施設(１００棟以
上)の効率利用と反収向上が課題 

※栽培技術については、ほぼ確立 

○平成２９年度実績を「見える化」し、生産計画と栽
培実績を分析・評価することを提案 

ハウス利用実績 



  

（１）各部担当者の資質向上(ネギ） 

 

普及活動の内容 

○単収向上のための課題解決 

 栽培上で問題となった発芽不良や難防除病害
虫対策を指導  

※平成３０年作のシロイチモジヨトウ対策 
防除実績の分析や薬剤ローテの組み方について指
導（月例会で他の従業員にも理解促進） 

シロイチモジヨトウの被害 防除実績分析 



  

（１）各部担当者の資質向上(ネギ） 

 

普及活動の内容 

県オリジナル品種の現地適応性試験 

露地ネギのトンネル栽培 

露地野菜の作付
計画をきちんと立
てるぞ！！ 

Ｎ課長 

Ｋ課長 



  

（１）各部担当者の資質向上(広報） 

普及活動の内容 

③広報 

 グリーンハウスの「売り」を明確にするために支援 

 
○市場・量販店とのマッチング 

○県担当者との連携支援 

Ｅ主任 



  

（１）各部担当者の資質向上(広報） 

普及活動の内容 

○法人、JA、全農、市、県が一体となり販売促進(東京） 



  

（１）各部担当者の資質向上(ミニトマト） 

普及活動の成果 

①ミニトマト 

○担当者の課題解決に向けた意欲が向上 

 →月例会で課題と実績の評価について説
明 
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10a当りのパック数 
目指せ１０ｔ以上
マニュアル作成!! 



（１）各部担当者の資質向上(ネギ） 

普及活動の成果 

②ネギ 
○栽培施設の利用の「見える化」の意識が高まり、
外部コンサルと協力して作成中 
 
○ネギの難防除病害虫の対策として、担当者が施
設・露地別時期別の防除暦を作成中  
 

ハウス利用計画・実績表（作成中） 防除計画（案） 



（１）各部担当者の資質向上(広報） 

普及活動の成果 
③広報 

○量販店等とのつながりが強化され、担当者の営業
意欲が更に高まった。 

  →東京での需要が高まり、取引量拡大 

   県内量販店青果担当者の研修受入  
 

県内量販店の研修を受入 



  
 

（１）各部担当者の資質向上 

 

（２）次世代後継者の経営能力の向上 

  ①各講座を通じた経営意識の向上支援 

  ②ＡＳＩＡＧＡＰの取得支援 

  ③月例会での課題解決支援 

普及活動の内容と成果 

活動内容 



  

（２）次世代後継者の経営能力の向上(各講座） 

 
普及活動の内容 

 若い従業員は、自分の担当分野における能力は
非常に高いが、法人全体の経営についての理解が
不十分 
 

①各種講座を通じた経営意識の向上支援 
○「やまぐち尊農塾」 （H29；2名、Ｈ３０；２名が参加） 
 ＳＷＯＴ・クロス分析及び経営計画の作成を支援 

九州への視察(社長も参加） 講座の実習風景 



  

（２）次世代後継者の経営能力の向上(各講座） 

 

普及活動の内容 

○「やまぐち尊農塾」地域研修を開催 
 地域研修を主催し、中小企業診断士と連携した
アドバイスを実施 

担当の業務を説明 

Ｈ部長 

T課長 



  

（２）次世代後継者の経営能力の向上(各講座） 

 

普及活動の内容 

 ○「ステキ女子キャリアアップ講座」 
  H30に1名参加 
  女性従業員の資質向上に向けて支援 
 

講座での発表 

M主任 



（２）次世代後継者の経営能力の向上（ＡＳＩＡＧＡＰの取得） 

 

普及活動の内容 

②ＡＳＩＡＧＡＰの取得支援 

 （有）グリーンハウスは、東京オリンピックへの食
材提供も視野に入れＡＳＩＡＧＡＰの取得意向あり 

※製品管理部担当がＧＡＰ担当 



  

（２）次世代後継者の経営能力の向上（ＡＳＡＧＡＰの取得） 

 

普及活動の内容 
○国庫事業活用提案、事前勉強会の開催 

 ※バージョンアップに向けた課題整理 

○差分研修会への参加を誘導 

 ※担当者のレベルアップ 

○経営改善に向けてＧＡＰ手法の活用を提案 
 

GAPを活用した課題解決のしくみ 
  ①「見える化」マニュアル化 
  ②「計画」と「実績」の分析・評価 
  ③PDCAサイクルの実践 

ＡＳＩＡＧＡＰ審査風景 



  

（２）次世代後継者の経営能力の向上（月例会） 

 

普及活動の内容 
③月例会での課題解決支援 
 ～個別対応から月例会（月１回）での対応へ～ 
 経営・技術課題の解決に向けたアドバイスや手法
を提案（答えではなく手法論を示す！！） 
※個別課題ではなく、みんなで考える様に意識 
※あくまでも社長が最終判断 
  
  

 
今月の目標 
 
今月の計画 
 
先月の反省・課題 
（目標に対する実績と課題整理） 月例会での協議風景 

各担当の説明様式 



（２）次世代後継者の経営能力の向上（各講座） 

 

普及活動の成果 

①やまぐち尊農塾に平成２９年度２名、平成３０年度
２名が受講し、自らクロス分析及び経営計画を作成
（平成３０年度の２名は現在作成中） 

※このことにより、担当分野だけでなく経営全体を考
えるようになり視野が拡大 

  
 

Ｈ２９発表風景 



（２）次世代後継者の経営能力の向上（ＡＳＩＡＧＡＰの取得） 

 
普及活動の成果 

② 平成３０年１１月に県内で初めてＡＳＩＡＧＡＰ
ver2.1を取得 
○担当が指導員の資格をとり 

体制づくりに取組む 

○社外へのＰＲ効果が高まる 
 

担当者によるＧＡＰ説明 

社内の課題解決に向けたＧＡＰ手法の活用の意識（見え
る化と課題解決）が向上 

ＧＡＰ説明会 



（２）次世代後継者の経営能力の向上（月例会） 

 

普及活動の成果 

③月例会での協議が活発になってきている 

  ○少しずつＰＤＣＡサイクルを実践 

  ○部間での協議が芽生える 

皆が育つことはうれ
しいが、少しさびしい
なあ～ 



  

今後の普及活動の展開について 



  
今後の普及活動に向けて 

○ＰＪ活動として平成３２年度まで計画的に取組む 
○ＧＡＰ手法を活用した継続できる体制づくりを目指
す 
○現状施設規模で最大限能力発揮できる「経営モデ
ル」の確立 

（有）グリーンハウスの次なる経営展開へ 



  
今後の普及活動に向けて 



  
今後の普及活動に向けて 

グリーンハウスの取組 
「月例会の開催方法」、「ＧＡＰ手法による課題解
決の取組」、「担当制による責任体制」 など 

他の集落営農法人（若い雇用者を雇っ
ている法人）へ波及 



  
今後の普及活動に向けて 

意見交換 

地域へ波及 



  

ご清聴ありがとうございました 


